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北
方
領
土
問
題
の
解
決
に
向
け
た
菅
�
人
内
閣
総
理
大
臣
の
意
欲
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

我
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
北
方
領
土
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
六
十
五
年
を
経
て
も
、
未
だ
一
つ
の
島
も
帰
っ
て
き
て
い

な
い
。
長
き
に
わ
た
り
望
郷
の
念
を
募
ら
せ
、
耐
え
が
た
き
を
耐
え
て
こ
ら
れ
た
元
島
民
の
方
々
も
高
齢
化
し
て
い
る
今
、
こ

れ
以
上
こ
の
問
題
の
解
決
を
先
延
ば
し
に
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
国
家
の
原
理
原
則
、
国
家
主
権
に
関
わ
る
問
題
を
解
決

す
る
に
は
、
国
政
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
内
閣
総
理
大
臣
が
裂
帛
の
気
合
い
を
持
っ
て
ロ
シ
ア
と
の
交
渉
に
取
り
組
む
こ
と
が
何
よ

り
肝
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
右
と
「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
六
第
四
三
号
）
を
踏
ま
え
、
再
質
問
す
る
。

一

前
回
質
問
主
意
書
で
、
北
方
領
土
問
題
の
解
決
に
向
け
、
菅
�
人
内
閣
総
理
大
臣
と
し
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
、
そ
の
意
欲
、
具
体
的
方
策
を
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
菅
内
閣
と
し
て
は
、
北
方
領
土
問
題
の
解

決
の
た
め
に
は
日
露
首
脳
間
の
信
頼
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
首
脳
レ
ベ
ル
の
対
話
を
深
め
な
が
ら
、
北
方
四
島
の

帰
属
の
問
題
を
解
決
し
て
平
和
条
約
を
締
結
す
る
と
の
方
針
に
の
っ
と
り
、
ロ
シ
ア
連
邦
政
府
と
の
間
で
交
渉
を
行
っ
て
い

く
考
え
で
あ
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
菅
総
理
と
し
て
、
ロ
シ
ア
の
メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
大
統
領
と
の
間
に
十
分

な
信
頼
関
係
を
構
築
で
き
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
か
。

二

本
年
十
月
一
日
の
所
信
表
明
演
説
（
以
下
、
「
演
説
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
菅
総
理
は
「
東
ア
ジ
ア
地
域
の
安
定
と

一



繁
栄
に
向
け
て
」
の
中
で
、
「
こ
の
秋
は
、
我
が
国
に
お
い
て
、
重
要
な
国
際
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
生
物
多
様
性
条
約

に
関
す
る
Ｃ
Ｏ
Ｐ
��
で
は
、
議
長
国
と
し
て
の
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
ま
た
、
私
が
議
長
を
務
め
る
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
首
脳

会
議
で
は
、
米
国
、
韓
国
、
中
国
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
、
豪
州
、
ロ
シ
ア
等
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
諸
国
と
成
長
と
繁
栄
を
共
有
す
る

環
境
を
整
備
し
ま
す
。
」
と
の
旨
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
演
説
」
に
は
日
ロ
関
係
は
お
ろ
か
、
北
方
領
土
問
題
に

つ
い
て
の
言
及
は
な
く
、
本
年
六
月
十
一
日
の
所
信
表
明
演
説
で
は
、
「
日
ロ
関
係
に
つ
い
て
は
、
政
治
と
経
済
を
車
の
両

輪
と
し
て
進
め
つ
つ
、
最
大
の
懸
案
で
あ
る
北
方
領
土
問
題
を
解
決
し
て
平
和
条
約
を
締
結
す
べ
く
、
精
力
的
に
取
り
組
み

ま
す
。
」
と
述
べ
て
い
る
内
容
か
ら
大
き
く
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
北
方
領
土
問
題

原
点
の
地
で
あ
る
北
海
道
根
室
市
は
じ
め
別
海
町
、
中
標
津
町
、
標
津
町
、
羅
臼
町
の
根
室
管
内
地
域
で
、
菅
�
人
内
閣
に

お
い
て
は
、
北
方
領
土
問
題
解
決
に
向
け
た
意
欲
の
減
退
が
表
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
す
る
懸
念
が
も
た
れ
、
広
く
我

が
国
国
民
も
不
安
に
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
思
料
す
る
。
前
回
質
問
主
意
書
で
こ
の
こ
と
を
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前

回
答
弁
書
」
で
は
「
北
方
領
土
問
題
の
解
決
に
向
け
て
、
引
き
続
き
、
強
い
意
思
を
も
っ
て
ロ
シ
ア
連
邦
政
府
と
の
間
で
交

渉
を
行
っ
て
い
く
考
え
で
あ
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
た
が
、
北
方
領
土
問
題
の
解
決
、
四
島
の
我
が
国
へ
の
返
還

に
向
け
た
菅
総
理
の
裂
帛
の
気
合
、
断
固
た
る
決
意
を
改
め
て
披
瀝
さ
れ
た
い
。

二



三

前
回
質
問
主
意
書
で
、
二
で
触
れ
た
「
演
説
」
の
内
容
を
決
定
す
る
に
当
た
り
、
政
府
内
の
ど
の
部
署
で
ど
の
よ
う
な
協

議
が
な
さ
れ
た
の
か
等
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
、
「
御
指
摘
の
演
説
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
内
外
の
諸

情
勢
等
を
勘
案
し
、
閣
議
で
検
討
を
行
っ
た
上
で
、
最
終
的
に
内
閣
と
し
て
決
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
菅

内
閣
と
し
て
は
、
一
に
つ
い
て
で
も
述
べ
た
と
お
り
、
北
方
領
土
問
題
の
解
決
に
向
け
て
、
引
き
続
き
、
強
い
意
思
を
も
っ

て
ロ
シ
ア
連
邦
政
府
と
の
間
で
交
渉
を
行
っ
て
い
く
考
え
で
あ
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、
日
ロ
関
係
に

つ
い
て
「
北
方
領
土
問
題
」
や
「
平
和
条
約
」
と
い
っ
た
言
葉
を
一
切
用
い
な
い
こ
と
を
決
定
す
る
に
当
た
り
、
政
府
と
し

て
ど
の
よ
う
な
「
内
外
の
諸
情
勢
等
」
を
勘
案
し
た
の
か
、
具
体
的
に
説
明
さ
れ
た
い
。

四

「
演
説
」
の
直
前
の
九
月
二
十
九
日
、
メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
大
統
領
は
「
近
い
将
来
、
必
ず
ク
リ
ル
を
訪
問
す
る
」
旨
の
発

言
を
し
て
い
る
。
ま
た
そ
の
三
日
前
の
二
十
六
日
に
は
、
訪
問
先
の
中
国
東
北
部
の
旅
順
港
に
お
い
て
、
日
露
戦
争
で
戦
死

し
た
ロ
シ
ア
兵
と
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
旧
日
本
軍
と
の
戦
争
で
死
亡
し
た
ソ
ビ
エ
ト
兵
の
墓
地
で
献
花
し
、
「
歴
史
的
真

実
を
ね
じ
曲
げ
よ
う
と
試
み
る
勢
力
が
い
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
大
戦
に
つ
い
て
の
真
実
を
主
張
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
」

と
、
中
国
と
ロ
シ
ア
が
歩
調
を
合
わ
せ
、
歴
史
認
識
に
つ
い
て
我
が
国
を
責
め
る
か
の
よ
う
な
発
言
を
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
、
ロ
シ
ア
側
が
我
が
国
に
対
し
、
特
に
北
方
領
土
問
題
に
つ
い
て
強
硬
な
態
度
に
出
て
い
る
中
で
、
我
が
国
の
ト
ッ
プ

三



で
あ
る
菅
総
理
が
「
演
説
」
に
お
い
て
同
問
題
に
何
ら
触
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
ロ
シ
ア
に
対
し
て
、
我
が
国
が
同
問
題
を

重
視
し
て
い
な
い
と
の
誤
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
三
の
答
弁
に
あ
る
よ
う
に
、

菅
総
理
と
し
て
「
内
外
の
諸
情
勢
等
」
を
勘
案
し
た
の
な
ら
、
な
お
さ
ら
「
演
説
」
の
中
で
明
確
に
北
方
領
土
問
題
に
つ
い

て
言
及
す
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
考
え
る
が
、
菅
総
理
の
見
解
如
何
。

五

前
回
質
問
主
意
書
で
、
過
去
に
内
閣
総
理
大
臣
の
所
信
表
明
演
説
及
び
施
政
方
針
演
説
に
お
い
て
、
日
ロ
関
係
に
関
し
、

「
北
方
領
土
問
題
」
、
「
平
和
条
約
」
と
い
っ
た
言
葉
が
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
事
例
は
あ
る
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回

答
弁
書
」
で
は
第
百
二
十
九
回
国
会
に
お
け
る
羽
田
孜
内
閣
総
理
大
臣
、
第
百
三
十
一
回
国
会
に
お
け
る
村
山
富
市
内
閣
総

理
大
臣
、
第
百
四
十
六
回
国
会
に
お
け
る
小
渕
恵
三
内
閣
総
理
大
臣
、
第
百
五
十
五
回
、
百
五
十
七
回
、
百
六
十
三
回
国
会

に
お
け
る
小
泉
純
一
郎
内
閣
総
理
大
臣
、
第
百
六
十
八
回
国
会
に
お
け
る
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
、
第
百
七
十
回
国
会
に

お
け
る
麻
生
太
郎
内
閣
総
理
大
臣
の
所
信
表
明
演
説
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
で
は
、
右
の
そ
れ
ぞ
れ
の
演
説
の
中
で
、
日
ロ

関
係
及
び
北
方
領
土
問
題
に
関
し
、
ど
の
よ
う
な
言
及
が
な
さ
れ
て
い
た
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


